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佳作

佳作

　私は日本で道路のアスファルト工事の仕事をしていま
す。毎朝まだ空が少し暗い時間に起きます。静かな朝の
空気をかんじながら、ゆっくり準備します。お弁当を
作って、水筒にお茶を入れて、仕事の服に着えます。
　外に出ると、冷たい風が顔に当たります。少し眠いで
すが、今日もがんばろうと心の中で思います。そして、
車で現場に向かいます。道の上に朝の光が少ずつ広がっ
ていくのを見ると、気持ちが落ちつきます。
　げんばにつくと、仲間と元気にあいさつします。おは
ようございますというこえがかさなって、一日が始まり
ます。まず、その日の仕事のせつめいを聞いて、安全に
ついてかくにんします。それから、きかいのじゅんびや
ざいりょうのうんぱんをします。
　アスファルトはとてもあつくて、あつかうのは大変で
す。重いものをはこんだり、しゃがんで作業したりする
ので、体に強い力がひつようです。特になつは、太陽が
強くて、とてもあついです。汗が止まらず、何度も水を
飲みながらはたらきます。
　でも、どんなに大変でも、仲間と一緒にはたらくと、

ふしぎと力が出ます。誰かが困っていると、すぐにたす
けますし、自分もたすけられます。その中で、しんらい
やきずなが少しずつ生まれています。
　アスファルトのにおいきかいの音、そして仲間の声。
それらが一つになって、現場だけのとくべつな世界を作
ります。私はその中で、自分のやくわりをしっかり果た
したいと思っています。
　仕事がおわったあと、きれいに完成した道路を見る
と、とてもかんどうします。でこぼこだった道が、なめ
らかで美しい道にかわります。この道は自分たちが作っ
たと思うと、心があたたかくなります。
その道を車がしずかに走っていくのを見ると、小さいさ
な誇りをかんじます。人々が安全にいどうできるのは、
この仕事があるからだと思います。
この仕事は決して楽ではありません。しかし、とても意
味のある仕事です。私はこれからも、この道を作る仕事
を続けたいです。
　毎日、少しずつですが、前に進んでいます。自分の手
で作った道のように、私の人生もまっすぐに続いくと信
じています。
　また、仕事をしている中で、日本の技術やルールの大
切さを学びました。時間を守ることや、安全を第一に考
えることは、とても重要です。細かいところまで気をつ
けることで、大きな事故を防ぐことができます。最初は
分からないことも多かったですが先輩たちがやさしくお
しえてくれました。そのおかげで、今では少しずつ自信
を持って仕事ができるようになりました。
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私の仕事です

　来日前、私が調べた情報から持っていた日本の印象
は、まじめで厳しく、少し冷たい国というイメージでし
た。しかし、日本に来てから今までの経験を通して、私
はまったく違う印象を持つようになりました。
　私は日本で技能実習生として働いています。日本に来
たばかりの頃は日本語もまだ十分ではなく、日本の働き
方にも慣れていなかったため、仕事で迷惑をかけてしま
うこともありました。しかし、想像していたように叱ら
れるのではなく、周りの方々は優しく注意し、よりよい
方法を教えてくださいました。また、日本語がまだ上手
ではなかったため、自分から同僚に話しかけることはあ
まりできませんでした。しかし、同僚の方々はいつも積
極的に声をかけてくださり、簡単な話題で話しかけてく
れたおかげで、私は少しずつ皆の中に溶け込むことがで
きました。さらに、手作りのお菓子やちょっとしたプレ
ゼントをいただくこともありました。最近、夜勤に入り
始めましたが、私はとても不安でした。周りの方々は私
をたくさん励まし、支えてくださいました。夜勤明けの
日、病棟の清掃員の方が私を見て、「疲れたでしょう。

もう少しで帰って休めるから、頑張ってね」と声をかけ
てくださいました。その瞬間、私は本当に感謝しました。
　仕事だけでなく、日常生活の中でも、私は多くの支え
を受けてきました。特に、組合からのサポートはとても
大きいものでした。組合はいつも、仕事や生活での困り
ごとを気にかけ、早く対応できるようにしてくださって
います。また、先生方は勉強面でも私を支えてくださり、
日本語能力試験のための日本語だけでなく、日常会話や
介護に関する専門用語まで丁寧に教えてくださいまし
た。来日して初めて迎えた誕生日に、組合と寮の仲間た
ちから、誕生日ケーキとメッセージカードをサプライズ
でいただきました。それで、私はとても嬉しく、心が温
かくなりました。
　電車や買い物などの日常の場面でも、周りの方々はい
つも分かりやすく、明るい態度で教えてくださいまし
た。そのおかげで、私は日本での生活にも早く慣れるこ
とができました。
　来日前、家族は、私が見知らぬ国へ行き、身近に頼れ
る人がいないことをとても心配していました。しかし今
では、日本で多くの方々に支えられ、多くのことを学ぶ
ことができました。きっと家族も安心してくれると思い
ます。そして将来ベトナムに帰ったら、私は日本で感じ
たことを皆に伝えたいと思います。それは、「冷たい日
本」ではなく、「やさしさにあふれたあったかい日本」
です。
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日本だってあったかい




